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歳入
就学前教育・保育施設整備交付金（国庫支出金） 1,152万円
過疎対策事業債（町債）  190万円

歳出 就学前教育・保育施設整備交付金事業費補助金（多良保育園新築移転工事）  1,342万円
※金額について万円未満を切り捨てています。

歳入

体育施設整備事業債（町債）　  1,800万円
ふるさと応援寄附金基金繰入金（繰入金） 1,180万円
Ｂ＆Ｇ財団助成金（諸収入） 1,150万円
財政調整基金繰入金（財源調整） 849万円
新しい地方経済・生活環境創生交付金（国庫支出金）  453万円
社会保障・税番号制度システム整備費補助金（国庫支出金） 277万円
さが暮らしスタート支援事業補助金（県支出金） 150万円
別室における学校生活支援事業費補助金（県支出金） 150万円

歳出

Ｂ＆Ｇ海洋センター運動広場ナイター照明改修工事（ＬＥＤ球へ更新） 3,000万円
移住定住促進事業補助金（町内への移住や定住促進を図るための経済的支援） 770万円
学校施設整備改修事業（大浦中学校管理棟の屋上防水補修） 422万円
戸籍総合システム改修委託料（戸籍法の振り仮名記載の施行に伴う改修） 277万円
漁業継続対策補助金（漁業者支援） 238万円
特産品等振興施設高圧受電設備改修工事（設備の不具合） 213万円
重機借上料（漁港施設）  208万円
さが暮らしスタート支援事業補助金（県外から町内に移住された方に支給） 200万円
修繕料（給食センター外調機修繕） 190万円
地域おこし協力隊員人件費（雇用）  169万円
修繕料（消火栓設置事業） 150万円
地域おこし協力隊員活動費等補助金（人件費を除く隊員が活動に要する経費）  116万円
未来につなぐさが移住支援事業補助金（さが暮らしスタート支援事業補助金の後継事業）  100万円

※金額について万円未満を切り捨てています。

令和７年度　一般会計の補正予算（第2号）総額  5,790万4千円
補正後予算総額 89億7,932万8千円

６月６日～13日（８日間）6月定例会6月定例会 会 期

令和７年度　一般会計の補正予算（第１号）総額  1,342万4千円
補正後予算総額 89億2,142万4千円

歳入
参議院議員選挙費委託金（国庫支出金） 9万円
財政調整基金繰入金（財源調整） 1万円

歳出 投票管理者等報酬（参議院議員選挙） 10万円
※金額について万円未満を切り捨てています。

令和７年度　一般会計の補正予算（第3号）総額  10万円
補正後予算総額 89億7,942万8千円

太 良 町 議 会 だ よ り
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　６月定例会は、専決の承認５件、報告１件、条例議案４件、事件
議案１件及び補正予算６件の計１７件が町長より提案されました。
審議結果は次のとおりです。

6月定例会審議結果
全会一致の議案等

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議決結果

第31号
専決処分事項の承認

令和６年度太良町一般会計補正予算（第10号）
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業（低所得世帯支援枠・5次分）ほか1事業合計1,907万円
を繰越明許費として追加するもの。

承認

報　告
第１号

令和６年度太良町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告
令和６年度から令和７年度へ繰越をした事業の繰越計算書（橋梁維持補修事業、物価高騰対応重点
支援事業など合計6件）の報告

－

第32号
専決処分事項の承認

太良町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
佐賀県人事委員会の報告により会計年度任用職員の給料表を改正するもの。

承認

第33号
専決処分事項の承認

太良町税条例の一部を改正する条例の制定
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い条例の一部を改正するもの。

承認

第34号
専決処分事項の承認

太良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
国民健康保険税の後期高齢者支援金等に係る賦課限度額及び軽減判定所得基準の引き上げを行うもの。

承認

第35号
専決処分事項の承認

令和７年度太良町一般会計補正予算（第1号）
多良保育園の新築移転工事に係る補助金1,342万4千円を増額補正し、補正後の予算総額89億2,142万4千円とするもの。

承認

第36号 太良町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定
佐賀県人事委員会報告に基づき職員の仕事と生活の両立支援の拡充のため改正するもの。 可決

第37号
太良町振興計画審議会設置条例の一部を改正する条例の制定

太良町課設置条例の一部を改正する条例の施行に伴い事務分掌が企画商工課から企画政策課に変更と
なったため改正するもの。

可決

第38号 太良町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定
太良町課設置条例の一部を改正する条例の施行に伴い新たに子育て支援課を設置したため改正するもの。 可決

第39号
長崎本線肥前大浦～土井崎（信）間77ｋ344ｍ付近津ノ浦橋補修工事の施行に関する協定の締結

協定金額　108,768,000円　　協定の相手方　一般社団法人佐賀・長崎鉄道管理センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 九州旅客鉄道株式会社

可決

第40号
令和７年度太良町一般会計補正予算（第2号）

Ｂ&Ｇ海洋センター運動広場ナイター照明改修工事等5,790万4千円を増額補正し、補正後の予算総額
89億7,932万8千円とするもの。

可決

第41号 令和７年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
職員給与費等の補正 可決

第42号 令和７年度太良町漁業集落排水事業会計補正予算（第1号）
職員給与費等の補正 可決

第43号 令和７年度太良町簡易水道事業会計補正予算（第1号）
職員給与費等の補正 可決

第44号 令和７年度太良町水道事業会計補正予算（第1号）
職員給与費等の補正 可決

第45号 太良町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い改正するもの。 可決

第46号
令和７年度太良町一般会計補正予算（第3号）

投票管理者等報酬（参議院議員選挙）10万円を増額補正し、補正後の予算総額89億7,942万8千円と
するもの。

可決

太 良 町 議 会 だ よ り
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議
員
太
良
町
D
X
推
進
方
針
の

策
定
過
程
で
、
職
員
や
労
働
組
合

と
の
意
見
交
換
は
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
た
か
。

町
長
D
X
推
進
方
針
は
職
員
全

体
で
取
り
組
む
指
針
だ
が
、
策
定

に
あ
た
り
職
員
や
労
働
組
合
と
の

意
見
交
換
は
実
施
し
て
い
な
い
。

議
員
A
I
・
R
P
A
の
導
入
に

よ
り
、
今
後
3
年
間
で
削
減
が
見

込
ま
れ
る
業
務
時
間
は
。

町
長
A
I
音
声
認
識
文
字
起
こ

し
サ
ー
ビ
ス
で
令
和
6
年
度
は

5
1
9
時
間
の
削
減
効
果
が
あ
っ

た
。
3
年
間
で
は
1
︐
5
5
7
時

間
の
削
減
を
見
込
む
。

議
員
職
員
の
生
成
A
I
活
用
状

況
は
。

企
画
政
策
課
長
L
o
G
o
チ
ャ
ッ

ト
の
A
I
機
能
を
一
般
職
員

1
2
1
人
中
61
人
（
50
・
4
％
）

が
活
用
し
て
い
る
。
管
理
職
は

1
0
0
％
利
用
し
て
い
る
。

議
員
職
員
か
ら
は
ど
の
よ
う
な

声
が
あ
る
か
。

企
画
政
策
課
長
「
文
章
作
成
の
時

短
に
な
っ
て
い
る
」
「
専
門
用
語

の
検
索
が
早
く
て
分
か
り
や
す

い
」
「
文
章
作
成
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
前
向
き

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

議
員
D
X
に
よ
る
人
的
リ
ソ
ー

ス
の
再
配
置
計
画
は
。

町
長
現
段
階
で
は
計
画
は
策
定

し
て
い
な
い
。

議
員
A
I
の
進
化
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
る
か
ピ
ン
チ
と
捉
え
る
か
。

町
長
A
I
は
便
利
だ
が
、
全
て

の
業
務
に
使
う
も
の
で
は
な
い
。

職
員
に
は
自
分
の
考
え
も
持
ち
な

が
ら
、
業
務
を
見
極
め
て
う
ま
く

活
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

教
育
現
場
で
の
A
I
活
用
と

リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

議
員
小
中
学
校
に
お
け
る
生
成

A
I
活
用
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

教
育
長
ま
ず
は
教
職
員
が
校
務

で
活
用
し
理
解
を
深
め
、
そ
の
上

で
よ
り
良
い
学
び
の
環
境
を
提
供

で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
る
。

議
員
教
職
員
向
け
A
I
研
修
の

計
画
は
。

教
育
長
今
年
6
月
に
西
部
教
育

事
務
所
の
指
導
主
事
を
講
師
に
研

修
を
計
画
し
て
い
る
。

議
員
児
童
生
徒
の
家
庭
の
ネ
ッ

ト
環
境
は
。

学
校
教
育
課
長
約
1
・
5
％
の
家

庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
。
W
i
－
F
i
ル
ー
タ
ー
貸
出

な
ど
の
対
策
を
検
討
す
る
。

議
員
生
成
A
I
は
教
育
に
ど
の

よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す

か
。

教
育
長
個
別
で
の
最
適
な
学
び

の
支
援
や
教
職
員
の
業
務
軽
減
に

寄
与
す
る
一
方
、
誤
っ
た
情
報
や

モ
ラ
ル
の
課
題
も
あ
る
。
適
切
な

活
用
能
力
を
育
む
教
育
が
求
め
ら

れ
る
。

議
員
A
I
を
使
っ
た
成
果
物
と

使
わ
な
い
成
果
物
、
ど
ち
ら
に
価

値
が
あ
る
か
。

教
育
長
ど
ち
ら
も
価
値
が
あ
る
。

A
I
の
価
値
と
人
間
の
創
造
性
、

両
方
を
重
視
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

学
ぶ
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
多

様
な
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
る
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
。

議
員
こ
ど
も
未
来
発
見
塾
の
構

想
は
。

学
校
教
育
課
長
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
学
び
、
自
分
の
未
来
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
学
習
を
作
り
出

す
塾
を
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一般職員の50.4％が活用、
管理職は100％利用

山口 一生 議員 1分動画へ
GO▼

職員の生成AI活用状況は

答
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議
員
税
金
の
納
入
方
法
が
変
更

さ
れ
た
の
は
何
故
か
。

町
長
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に

よ
る
法
律
に
従
い
、
全
国
標
準
税

務
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
為
。

議
員
変
更
の
内
容
は
。

町
長
大
き
く
変
わ
る
の
は
納
付

月
と
納
付
回
数
で
あ
る
。

議
員
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

町
長
税
金
の
計
算
方
法
を
詳
し

く
知
ら
せ
る
事
が
出
来
、
税
目
毎

の
口
座
振
替
も
可
能
。

議
員
納
付
回
数
が
減
る
事
で
納

付
金
額
が
増
え
な
い
か
。

税
務
課
長
一
回
当
た
り
の
納
付

額
が
増
え
、
負
担
減
が
重
く
感
じ

ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。

議
員
負
担
減
が
大
き
い
人
へ
の

対
応
は
。

税
務
課
長
納
付
の
額
を
分
納
す

る
な
ど
相
談
に
応
じ
る
。

議
員
全
て
の
税
を
一
括
納
入
す

る
事
は
で
き
な
い
の
か
。

税
務
課
長
昨
年
ま
で
の
よ
う
に

一
括
納
入
は
で
き
な
い
。

議
員
納
税
方
式
の
変
更
で
通
信

費
の
削
減
は
可
能
か
。

税
務
課
長
昨
年
ま
で
1
万
5
千

通
発
送
し
て
い
た
が
、
今
年
は

1
万
1
千
通
を
予
定
し
て
い
る
の

で
、
44
万
円
の
削
減
予
想
。

議
員
国
の
標
準
に
併
せ
た
シ
ス

テ
ム
導
入
の
補
助
金
は
。

税
務
課
長
全
額
国
か
ら
の
補
助

金
で
賄
う
予
定
で
あ
る
。

議
員
口
座
振
替
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
実
施
さ
れ
た
が
、
今
後
の
口

座
振
替
推
進
は
。

税
務
課
長
口
座
振
替
の
手
数
料

は
納
付
書
支
払
い
よ
り
3
分
の

1
か
ら
5
分
の
1
安
い
の
で
、
財

源
確
保
の
為
に
も
推
進
し
た
い
。

人
事
評
価
に
つ
い
て

議
員
役
場
職
員
の
人
事
評
価
制

度
導
入
の
経
緯
は
。

町
長
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
、

人
事
評
価
制
度
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

議
員
人
事
評
価
を
す
る
人
は
ど

の
よ
う
な
立
場
か
。

町
長
係
長
、
課
長
、
副
町
長
、

教
育
長
で
あ
る
。

議
員
人
事
評
価
を
す
る
人
に
は

公
平
公
正
な
面
を
求
め
ら
れ
る
が

訓
練
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
毎
年
研
修
を
行
っ
て

い
る
。

議
員
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

研
修
な
の
か
。

総
務
課
長
部
下
の
自
己
評
価
に

引
き
ず
ら
れ
ず
に
公
平
に
自
分
の

目
で
他
の
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
評
価
で
き
る
為
の
研
修
な

ど
。議

員
職
員
の
業
務
評
価
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長
営
業
成
績
の
よ
う
な

数
字
と
し
て
残
る
も
の
が
な
い
の

で
、
公
平
に
評
価
す
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
。

議
員
職
員
の
能
力
評
価
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長
経
験
や
専
門
的
な
知

識
、
住
民
の
方
へ
の
対
応
を
基
礎

に
考
え
て
い
る
。

議
員
職
員
に
対
し
て
の
評
価
は

何
段
階
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
5
段
階
の
評
価
を
実

施
し
て
い
る
。

議
員
働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
会

計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
が
大
幅

に
改
善
し
た
が
評
価
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
待
遇
の
面
で
は
上
昇

し
て
い
る
が
、
将
来
町
の
枢
機
を

担
う
職
員
と
し
て
の
育
成
は
考
え

て
い
な
い
の
で
3
段
階
評
価
で
あ

る
。議

員
自
治
体
が
求
め
る
人
材
と

町
の
み
な
さ
ん
が
求
め
る
人
材
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長
自
治
体
は
公
平
性
を

保
ち
な
が
ら
、
住
民
福
祉
向
上
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
求
め
、
住
民

の
み
な
さ
ん
は
自
分
達
の
困
り
事

を
早
く
処
理
し
て
く
れ
る
職
員
を

重
視
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

一
般
質
問

メリットがあるので
進めていきたい

待永 るい子 議員 1分動画へ
GO▼

税金納入口座振替推進は

答

太 良 町 議 会 だ よ り
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議
員
町
に
お
け
る
お
産
を
取
り

巻
く
環
境
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

町
長
出
生
数
の
推
移
は
令
和
４

年
度
49
人
、
令
和
５
年
度
35
人
、

令
和
６
年
度
27
人
。

出
産
環
境
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、

近
年
分
娩
を
取
り
扱
う
医
療
機
関

の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
妊
婦
健

診
や
歯
科
健
診
を
無
料
で
実
施
し
、

令
和
５
年
か
ら
は
産
後
ケ
ア
事
業

を
開
始
し
、
妊
娠
・
出
産
時
に
は

５
万
円
ず
つ
の
支
援
給
付
も
実
施

し
て
い
る
。

議
員
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
何

か
。
ま
た
、
今
後
の
出
生
数
の
推

移
に
つ
い
て
。

企
画
政
策
課
長
合
計
特
殊
出
生
率

と
は
15
〜
49
歳
の
女
性
が
生
涯
に

産
む
子
ど
も
の
数
、
人
口
維
持
に

は
2
・
07
が
必
要
。
R
６
年
度
は

太
良
町
1
・
79
、
県
1
・
41
、
全

国
1
・
15
。
母
の
年
齢
別
で
は
、

30
代
の
出
産
が
最
多
で
あ
り
、
全

体
と
し
て
晩
婚
化
、
未
婚
化
、
経

済
的
負
担
な
ど
が
出
生
数
減
少
の

要
因
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、

2
0
3
0
年
に
出
生
数
30
人
、

2
0
4
0
年
25
人
、
2
0
5
0
年

15
人
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

議
員
日
本
産
婦
人
科
学
会
で
は

妊
娠
し
た
こ
と
が
あ
る
女
性
の
う

ち
38
％
が
流
産
経
験
の
報
告
が
あ

る
。
流
産
や
中
絶
の
状
況
に
つ
い

て
は
。

健
康
増
進
課
長
妊
婦
に
報
告
の
義

務
が
な
い
た
め
、
課
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。
令
和
７
年
度
か
ら
流

産
や
死
産
、
人
工
中
絶
さ
れ
た
方

も
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
金
の

対
象
に
な
る
の
で
申
請
を
促
し
て

い
る
。　

議
員
こ
こ
数
年
で
鹿
島
や
武
雄

で
分
娩
を
扱
う
医
療
機
関
の
減
少

が
あ
る
。
町
内
の
妊
婦
さ
ん
は
ど

こ
を
利
用
し
て
い
る
の
か
。

健
康
増
進
課
長
主
に
江
北
町
の
大

隈
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
白

石
町
の
か
た
ふ
ち
産
婦
人
科
、
武

雄
市
の
八
木
産
婦
人
科
等
を
利
用

し
て
い
る
。
施
設
ま
で
約
30
キ
ロ

前
後
、
40
分
前
後
要
す
る
。

議
員
町
か
ら
一
番
近
い
分
娩
で

き
る
助
産
院
に
つ
い
て
。

健
康
増
進
課
長
県
内
に
分
娩
で
き

る
助
産
院
は
な
い
。

議
員
自
宅
出
産
を
す
る
方
は
ど

の
よ
う
な
手
順
で
行
え
ば
い
い
の
か
。

健
康
増
進
課
長
一
般
的
に
は
情
報

収
集
と
相
談
→
助
産
師
の
選
定
→
健

康
管
理
と
準
備
→
分
娩
計
画
の
策
定

→
環
境
の
整
備
→
分
娩
当
日
→
産
後

の
ケ
ア
の
流
れ
で
あ
る
。
病
院
な
ど

の
医
療
機
関
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
自
宅
分
娩
は
希
望
さ
れ

る
方
全
て
の
方
が
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
妊
娠
前
か
ら
体
調
管
理
が
で

き
て
い
る
こ
と
と
助
産
師
と
の
信
頼

関
係
が
重
要
で
あ
る
。

　
議
員
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

つ
い
て
は
。

健
康
増
進
課
長
令
和
６
年
10
月
か

ら
の
訪
問
型
の
新
規
事
業
開
始
後
、

産
後
ケ
ア
事
業
の
該
当
者
は
い
な

い
。
な
お
、
利
用
者
負
担
は
な
い
。

議
員
過
去
５
年
で
産
後
鬱
の
診

断
を
受
け
た
人
数
は
。

健
康
増
進
課
長
産
婦
健
診
受
診
の

時
期
で
あ
る
産
後
２
週
間
及
び
１

か
月
の
健
診
で
、
産
後
鬱
と
診
断

を
受
け
ら
れ
た
方
は
い
な
い
。

議
員
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
あ
る
か
。

健
康
増
進
課
長
流
産
、
死
産
な
ど

を
経
験
さ
れ
た
方
の
自
助
グ
ル
ー

プ
の
紹
介
や
佐
賀
県
が
行
う
相
談

窓
口
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

議
員
産
前
産
後
の
課
題
及
び
対

策
に
つ
い
て
は
。

健
康
増
進
課
長
男
性
の
育
児
参
加

の
促
進
が
あ
る
。
今
後
は
、
子
育

て
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信
及
び

周
知
広
報
を
行
い
、
男
性
が
育
児

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
。

議
員
鳥
取
県
智
頭
町
で
は
自
然

分
娩
を
中
心
と
し
た
助
産
院
「
女

性
と
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
い
の
ち
ね
」
を
、
2
0
2
0

年
に
開
設
し
40
件
以
上
の
家
族
移

住
が
起
き
て
い
る
。
町
で
は
今
後
、

何
ら
か
の
対
策
や
構
想
を
考
え
て

い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
今
後
旧
タ
ラ
ラ

ボ
跡
を
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
整
備
し
て
い
く
中

で
、
多
世
代
交
流
を
含
め
た
様
々

な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

分娩を取り扱う医療機関の
減少が続いている

大鋸 美里 議員 1分動画へ
GO▼

お産を取り巻く環境は
どうなっているか？

答

太 良 町 議 会 だ よ り
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議
員
過
去
10
年
間
の
漁
業
従
事

者
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
海
上
作

業
従
事
者
数
は
平
成
25
年
4
0
7

名
か
ら
令
和
5
年
2
9
5
名
で

1
1
2
名
減
少
し
て
い
る
。

議
員
昨
年
の
海
産
物
の
中
国
へ

の
輸
出
禁
止
、
突
然
の
ビ
ゼ
ン
ク

ラ
ゲ
の
大
量
死
、
竹
崎
カ
ニ
の
漁

獲
量
の
少
な
さ
、
漁
業
者
に
と
っ

て
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
も
し
今

後
同
じ
よ
う
な
事
が
起
き
た
場
合

何
か
調
べ
る
術
が
な
い
か
。

農
林
水
産
課
長
そ
れ
に
つ
い
て
は

近
年
の
温
暖
化
に
よ
る
高
水
温
、

ま
た
、
大
雨
の
影
響
や
環
境
の
変

動
等
様
々
な
要
因
が
多
岐
に
わ
た

り
考
え
ら
れ
る
た
め
、
特
定
は
非

常
に
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

議
員
自
然
界
の
中
で
の
大
量
発

生
や
大
量
死
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま

だ
謎
だ
ら
け
で
あ
る
が
皆
さ
ん
の

生
活
が
か
か
っ
て
い
る
以
上
、
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
今
年
も
昨
年
み
た
い
な

ク
ラ
ゲ
の
大
量
死
や
カ
ニ
の
不
漁

が
発
生
し
た
時
点
で
、
漁
協
や
水

産
試
験
場
と
情
報
を
共
有
し
て
も

ら
い
、
水
質
調
査
等
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

農
林
水
産
課
長
漁
業
者
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
有
明
海
水
産
振
興
セ
ン

タ
ー
等
に
調
査
の
要
望
を
行
い
た

い
と
思
う
。

議
員
大
浦
支
所
や
、
た
ら
支
所

に
足
を
運
び
意
見
や
要
望
等
を
含

め
話
し
合
い
を
し
よ
う
と
試
み
た

が
皆
さ
ん
落
ち
込
ん
で
い
て
実
現

出
来
な
か
っ
た
。
漁
業
者
側
は
何

を
や
っ
て
も
ダ
メ
だ
と
か
、
こ
れ

か
ら
先
ど
ん
な
仕
事
を
す
れ
ば
良

い
の
か
悩
ん
で
い
る
。
反
対
に
行

政
側
は
ど
う
手
助
け
を
す
れ
ば
良

い
の
か
、
漁
業
者
の
方
向
が
ど
こ

を
向
い
て
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の

で
手
助
け
の
し
よ
う
が
な
い
。
そ

れ
な
ら
ば
行
政
と
漁
業
者
が
、

じ
っ
く
り
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て

今
後
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
話

し
合
い
を
す
る
場
を
つ
く
っ
て
は

も
ら
え
な
い
か
。

農
林
水
産
課
長
意
見
交
換
の
場
に

つ
い
て
は
漁
協
を
介
し
、
要
望
等

が
あ
れ
ば
情
報
共
有
や
支
援
策
の

検
討
等
、
意
見
を
交
換
し
て
い
き

た
い
。
有
明
海
の
再
生
に
つ
い
て

は
漁
業
者
と
共
に
国
や
県
へ
要
望

等
を
行
い
な
が
ら
、
町
で
出
来
得

る
支
援
策
等
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。議

員
海
苔
の
色
落
ち
の
原
因
は

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
発
生
で
あ

る
。
こ
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ

る
と
さ
れ
る
ア
サ
リ
や
カ
キ
等
の

2
枚
貝
を
育
て
よ
う
と
し
た
が
、

そ
の
貝
が
エ
イ
に
食
べ
ら
れ
て
し

ま
う
。
そ
れ
な
ら
エ
イ
を
捕
り
貝

も
育
て
よ
う
。
し
か
も
食
べ
て
も

美
味
し
い
ア
カ
エ
イ
な
ら
売
っ
て

漁
師
さ
ん
の
収
入
源
に
な
る
。
私

は
こ
の
話
を
太
良
地
区
だ
け
で
な

く
同
じ
海
苔
の
不
振
で
苦
し
ん
で

い
る
西
南
部
地
区
に
持
っ
て
行
き

皆
で
や
ろ
う
と
先
日
部
会
を
立
ち

上
げ
る
事
が
出
来
た
。
今
佐
賀
の

西
南
部
の
海
域
は
貧
酸
素
状
態
で

特
に
海
底
で
暮
ら
す
生
き
物
が

減
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

い
ず
れ
死
の
海
に
な
り
漁
業
者
が

誰
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

う
な
る
前
に
、
今
の
状
態
で
も
出

来
る
仕
事
を
見
付
け
出
し
少
し
ず

つ
歯
車
を
か
み
合
わ
せ
て
行
け
た

ら
と
思
っ
て
い
る
。
も
う
漁
民
だ

け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
出
来
な
い

処
ま
で
来
て
い
る
の
で
太
良
町
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長
有
明
海
は
4
県
に
ま
た
が

り
、
大
変
な
海
況
変
化
が
あ
り
、

因
果
関
係
が
全
く
分
か
ら
な
い
状

況
。
国
に
対
し
て
は
太
良
町
内
の

大
浦
方
面
に
国
の
出
先
機
関
を
置

い
て
、
有
明
海
の
状
況
を
真
剣
に

考
え
て
も
ら
い
た
い
と
農
水
省
副

大
臣
に
要
望
し
て
い
る
。

一
般
質
問

漁協を介し要望があれば、
意見を交換していきたい

森田 政則 議員 1分動画へ
GO▼

町内の漁業者と行政がじっくり話し合う
場を設けることは出来ないか？

答

太 良 町 議 会 だ よ り
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議
員
町
内
に
た
め
池
は
、
現
在

何
か
所
あ
る
か
。

町
長
農
業
用
た
め
池
数
は
29
か

所
で
あ
る
。

議
員
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る

た
め
池
と
危
険
な
た
め
池
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
。

町
長
27
か
所
に
つ
い
て
は
概
ね

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
2
か
所

の
た
め
池
に
つ
い
て
は
受
益
面
積
が

無
く
な
り
使
用
が
な
い
た
め
廃
止
を

検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
。
現
在
底
樋

を
開
け
て
管
理
さ
れ
早
急
に
対
応
が

必
要
な
た
め
池
は
な
い
。

議
員
永
年
の
経
過
で
堤
防
や
底

樋
周
辺
の
漏
水
が
見
つ
か
っ
た
場

合
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

建
設
課
長
ま
ず
町
の
ほ
う
に
相

談
を
し
て
も
ら
い
相
談
を
受
け
て
、

職
員
と
管
理
さ
れ
て
い
る
方
と
一

緒
に
現
地
を
確
認
し
応
急
対
応
策

等
を
協
議
し
必
要
で
あ
れ
ば
県
の

た
め
池
保
全
管
理
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
技
術
者
が
お
ら
れ
る
の
で

連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

議
員
2
か
所
の
た
め
池
は
廃
止

を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

先
こ
の
よ
う
な
状
況
が
増
え
る
と

思
わ
れ
る
が
。

建
設
課
長
貯
水
状
態
や
底
樋
か

ら
水
が
流
れ
て
い
る
等
安
全
管
理

の
点
か
ら
定
期
的
な
管
理
を
お
願

い
す
る
。
廃
止
に
つ
い
て
は
堤
体

部
の
開
削
池
内
の
排
水
路
整
備
既

設
排
水
路
ま
で
の
必
要
最
低
限
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
管
理
者
と

協
議
を
し
県
と
相
談
し
補
助
事
業

を
活
用
し
た
廃
止
事
業
で
対
応
し

た
い
。

議
員
廃
止
の
た
め
池
を
埋
め
て

農
地
に
活
用
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長
土
砂
を
埋
め
れ
ば
土

圧
で
堤
体
が
も
つ
か
懸
念
さ
れ
る
。

廃
止
の
場
合
は
、
堤
体
の
部
位

カ
ッ
ト
を
し
て
安
全
的
に
水
を
流

す
整
備
が
い
い
と
思
う
。

議
員
工
事
を
す
る
場
合
負
担
金

は
ど
う
な
る
の
か
。

建
設
課
長
廃
止
事
業
は
、
国
の

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
防
災
減
災

事
業
で
防
災
重
点
た
め
池
で
あ
れ

ば
国
の
定
額
補
助
で
堤
体
の
高
さ

に
よ
っ
て
金
額
が
定
め
て
い
る
の

で
組
合
の
負
担
は
な
い
。

議
員
令
和
6
年
度
に
町
内
た
め

池
の
調
査
及
び
地
震
豪
雨
耐
性
評

価
に
対
す
る
調
査
が
あ
っ
た
と
思

う
。
そ
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

建
設
課
長
劣
化
状
況
評
価
で
は

安
全
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

は
低
い
今
後
劣
化
の
進
行
を
経
過

観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
豪
震
耐

性
評
価
で
は
堤
体
高
の
か
さ
上
げ

や
洪
水
吐
き
の
改
良
等
の
対
策
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
地
震
耐
性
評

価
で
は
4
か
所
の
た
め
池
に
お
い

て
常
時
満
水
時
下
流
池
で
基
準
安

全
率
1
・
2
を
満
足
し
て
い
な
い

評
価
と
な
っ
て
い
る
が
低
水
管
理

や
定
期
的
な
点
検
確
認
を
行
な
っ

て
い
れ
ば
安
全
性
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
は
低
い
。

議
員
残
り
の
た
め
池
の
調
査
は

ど
う
す
る
の
か
。

建
設
課
長
残
り
の
分
に
つ
い
て

は
、
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
い

う
の
は
低
い
の
で
現
在
は
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
た
め
池
が
出
来
て
1
0
0

年
近
く
な
る
と
思
う
が
途
中
で
改

修
工
事
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
大
丈

夫
と
思
う
が
、
昔
の
ま
ま
の
た
め

池
は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
残
り
の
た
め
池
に
つ

い
て
は
町
に
農
業
た
め
池
台
帳
が

あ
る
の
で
場
所
等
の
把
握
は
で
き

て
い
る
。

議
員
高
齢
化
社
会
の
中
人
材
が

少
な
く
、
管
理
を
す
る
の
が
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
管
理
費
の
助
成

は
で
き
な
い
か
。

町
長
大
規
模
な
も
の
は
県
や
国

の
補
助
事
業
を
活
用
し
小
規
模
で

あ
る
維
持
管
理
的
な
も
の
は
町
で

支
援
を
し
地
元
と
一
緒
に
な
っ
て

長
年
利
用
さ
れ
た
。
た
め
池
を
災

害
と
か
下
流
側
に
被
害
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
よ
う
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

早急に対応が必要な危険な
ため池はありません

峰　正雄 議員 1分動画へ
GO▼

農業用ため池の現状について

答
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人
口
減
少
下
の
雇
用
問
題

議
員
本
町
で
は
地
元
に
雇
用
の

場
が
少
な
い
と
い
う
点
で
人
口
の

流
出
が
あ
る
。
本
来
、
地
場
産
業

の
育
成
や
振
興
、
ま
た
起
業
す
る

会
社
へ
の
支
援
、
町
外
か
ら
の
企

業
誘
致
等
が
対
応
策
だ
が
、
同
時

に
町
内
に
ど
う
い
う
企
業
が
あ
る

の
か
、
そ
れ
か
ら
鹿
島
や
嬉
野
、

ま
た
諫
早
・
大
村
と
い
う
近
隣
市

町
に
ど
う
い
う
企
業
が
あ
る
の
か

と
い
う
の
を
知
っ
て
も
ら
え
ば
、

地
元
に
は
働
く
場
所
が
な
い
と
い

う
町
民
の
意
識
も
少
し
は
変
わ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
町

内
の
就
業
の
場
を
町
民
に
広
報
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長
常
に
最
新
の
情
報
管
理
を

し
て
い
る
公
的
機
関
で
あ
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
リ
ン
ク
を
作
成

し
、
的
確
な
広
報
に
努
め
た
い
。

議
員
町
内
の
企
業
を
羅
列
し
て

紹
介
し
た
印
刷
物
を
各
戸
配
布
し

た
ら
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長
町
の
広
報
で
あ
る

場
合
、
ま
ず
公
平
性
が
保
た
れ
る

こ
と
、
ま
た
も
う
一
つ
は
掲
載
す

る
情
報
は
正
確
で
最
新
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
情
報
を
活
用
し
た
い
。

議
員
現
在
、
企
業
進
出
や
企
業

誘
致
な
ど
、
明
る
い
話
題
は
あ
る

か
。町

長
令
和
５
年
度
頃
に
、
あ
る

企
業
か
ら
太
良
町
に
進
出
の
話
が

県
か
ら
の
紹
介
で
あ
っ
た
が
、
結

果
的
に
は
誘
致
に
結
び
つ
か
な

か
っ
た
。

議
員
近
隣
市
町
の
就
業
の
場
を

町
民
に
広
報
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

町
長
考
え
て
い
な
い
。

議
員
理
由
は
。

商
工
観
光
課
長
町
内
事
業
者
に
お

い
て
も
人
材
不
足
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
状
況
の
中
、
雇
用
対
策
を
所
管
す

る
商
工
観
光
課
に
お
い
て
は
、
町
内

の
人
材
確
保
に
向
け
て
支
援
を
し
て

い
く
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
よ
っ
て
、
町
外
の
特
定
企

業
の
雇
用
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
は

町
内
雇
用
の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
立
場
上
な
か
な
か
厳
し
い
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
例
え
ば
諫
早
市
だ
と
ソ

ニ
ー
の
関
連
会
社
で
あ
っ
た
り
、

三
菱
重
工
の
関
連
会
社
で
あ
っ
た

り
、
優
良
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

町
内
の
情
報
を
十
分
に
発
信
し
て

い
れ
ば
、
町
外
の
情
報
も
発
信
し

て
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

木
を
見
て
森
を
見
ず
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

諫
早
市
で
は
来
年
度
、
京
セ
ラ
や

ゆ
め
タ
ウ
ン
の
進
出
が
あ
る
。
そ

こ
で
数
千
人
規
模
の
雇
用
が
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
機
会
を
活
か
す
手
段
と
い

う
の
は
な
い
も
の
か
。

商
工
観
光
課
長
他
市
町
に
進
出
さ

れ
る
特
定
の
企
業
に
対
し
て
公
的

立
場
か
ら
発
信
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。議

員
そ
の
進
出
の
情
報
だ
け
で

も
町
民
が
通
う
高
校
に
は
届
け
て

も
ら
い
た
い
。

文
化
振
興
係
に
つ
い
て

議
員
今
年
か
ら
社
会
教
育
課
の

中
に
文
化
振
興
係
が
新
設
さ
れ
た

が
、
担
当
事
務
は
。

社
会
教
育
課
長
文
化
芸
能
の
向
上
、

文
化
財
の
保
護
、
文
化
財
保
護
審

議
会
、
図
書
館
の
管
理
運
営
、
歴

史
民
俗
資
料
館
の
管
理
運
営
、
そ

の
他
文
化
振
興
。
以
上
に
関
す
る

こ
と
を
担
当
す
る
。

議
員
図
書
館
と
資
料
館
の
館
長

は
誰
に
な
る
か
。

社
会
教
育
課
長
社
会
教
育
課
長
が

兼
務
す
る
。

議
員
伝
承
芸
能
の
浮
立
と
伊
福

に
あ
る
中
野
家
の
保
存
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

社
会
教
育
課
長
浮
立
に
つ
い
て
は

用
具
の
購
入
に
対
す
る
助
成
、
ま

た
活
動
に
対
し
て
の
助
成
を
今
後

も
続
け
た
い
。
中
野
家
の
中
野
万

亀
さ
ん
に
つ
い
て
広
く
町
民
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
、
子

供
た
ち
の
教
材
を
作
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
企
画
展
等
も
計
画
し
て
い

き
た
い
。

一
般
質
問考えていない

田川　浩 議員 1分動画へ
GO▼

近隣市町の就業の場を町民に
広報することはできないか

答
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日 時  令和7年5月1日（木）
場 所  町内高齢者福祉施設（4カ所）
テ ー マ  地域で支える高齢者福祉の最前線

　町内の高齢者福祉施設4施設（光風荘、ぬくもい
ホームたら、まごころの家、ふるさとの森）を訪問
し、現状と課題について意見交換を実施した。
　意見交換の結果、全施設で介護職員の確保が困難
で、職員の高齢化も進行していることが明確になっ
た。
　また、施設の老朽化による維持、改修や物価高騰
による経営圧迫、身元引受人不在者への対応、災害
時の避難体制整備などの課題も明らかになった。
　各施設からは、介護職員の人材確保支援、外国人従事者の住宅環境整備、避難所設備の充実などの要
望があった。
　高齢者福祉施設は、町民にとって欠かせない重要な組織である。人材確保対策、施設の充実・災害対策
の強化、国・県への制度改善要望などに取り組み、安心して利用できる福祉環境の整備を進めていく。

総務常任委員会 高齢者福祉施設視察報告

経済建設常任委員会 農業後継者意見交換会報告
日 時  令和7年5月12日（月）
テ ー マ  次世代を担う農業の後継者と今後の農業について
　　　　 （第2回意見交換会）

　次世代を担う農業後継者と2回目の意見交換会を行った。
主な意見・要望は下記のとおり。
補助金・新規就農対策
　新規就農者の資金不足解消のため、支援金増額や親元就農
給付金の初年度増額を要望。果樹は就農から収穫まで時間が
かかるため、果樹特化型支援制度の創設も求められた。
基盤整備
　果樹園の基盤整備により効率的な農業生産体制が構築可能。整備済み土地の利用情報を既存農業者に
も提供してほしいとの要望があった。
人手不足
　高齢化による収穫期の人手不足が深刻。法人化による年間雇用体制や県内外からの雇用、外国人雇用
など幅広い対策が必要。
委員会の所感
　若い農業後継者たちの熱い想いを実現するための環境づくりを粘り強く続けていく必要がある。

太 良 町 議 会 だ よ り
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　5月21日、杵藤地区広域市
町村圏組合消防本部の鹿島消
防署太良分署から消防士２名
の方を講師に招き、心肺蘇生
法とＡＥＤの適正な使用法の
説明を受け、心臓マッサージ
や人工呼吸、ＡＥＤの講習を
受けました。

全議員研修（救命講習）報告

　令和7年5月27日、全国町村議会議長・副議
長研修会が東京国際フォーラムで開催され、
全国から約2,100名が参加しました。
　内閣府参事官の松本氏から「防災DX」につ
いて、明治大学の青山教授からは災害復興の
課題について、同志社大学の新川教授からは
「災害と議会・議員の役割」について講演が
ありました。
　阪神・淡路大震災から30年の節目にあた
り、防災・減災の機運を高め、議会の役割を
改めて見直す貴重な機会となりました。

全国議長・副議長研修会

Q 地域おこし協力隊の報酬116万3千円の内容は？

A 9月からの採用予定で「太良町こども未来発見塾」の運営を担当。1年目は調査・計画立
案、2年目以降に順次運営開始。

Q 別室における学校生活支援事業の補助金の内容は？

A 不登校等の児童生徒への支援。生活改善支援、学習支援、コミュニケーション支援を実
施。専門員1名の常駐が条件。

Q 旧タララボの高圧電気設備改修工事213万円の内容は？

A 令和5年7月閉館後、電気系統停止による不具合で改修が必要に。当初高圧契約での改修予
定だったが、再検討により低圧（約50万円）に変更。

Q B&G海洋センター体育館の備品購入111万円は？

A スポットクーラー4台購入（体育館2台、武道場2台）。夏場40度を超える環境改善のため。
ただし全体を冷やす能力はなく、クールダウン用。

　6月 定例会　6月 定例会

太 良 町 議 会 だ よ り
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No.177
委
員
長	

山
口
　
一
生

　
副
委
員
長	

待
永
る
い
子

委
員	

峰
　
　
正
雄

〃	

森
田
　
政
則

〃	

大
鋸
　
美
里

編集委員会
　
梅
雨
の
晴
れ
間
と
い
う
言

葉
は
昔
か
ら
良
く
言
わ
れ
て

い
た
。

　
雨
ば
か
り
降
り
続
き
家
中

が
湿
気
だ
ら
け
で
ジ
メ
ッ
と

し
て
い
る
時
一
日
か
二
日
太

陽
が
顔
を
見
せ
る
。

　
ど
の
家
で
も
窓
を
開
け
放

ち
布
団
や
洗
濯
物
が
外
へ
並

べ
ら
れ
る
。

　
今
年
は
梅
雨
の
中
休
み
と

い
う
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
雨
が
降
っ
た
か
と
思
え
ば

急
に
気
温
が
あ
が
り
熱
中
症

の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
。

　
春
と
秋
は
短
く
な
り
猛
暑

と
極
寒
が
長
く
な
り
つ
つ
あ

る
四
季
。

　
何
が
真
実
な
の
か
解
り
づ

ら
い
社
会
状
況
の
中
で
こ
れ

か
ら
の
太
良
町
に
と
っ
て
何

が
必
要
な
の
か
ど
う
し
て
い

け
ば
良
い
の
か
真
実
を
見
極

め
る
力
を
養
っ
て
い
く
議
員

を
目
指
し
た
い
。

編
集
室
よ
り

令和7年9月5日(金)
12日・16日・17日 19日

9日・10日

次回の議会のお知らせ(予定)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６月 ５月 ４月

30 25 23 18 13 11 10 6 6 30 27 27 21 21 12 1 23 16 16 10 9 9 6
▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
研
修
（
〜
7
/
2
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
員
研
修
（
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
）

太
良
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

議
案
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
全
員
協
議
会

6
月
定
例
会
招
集

議
会
運
営
委
員
会

佐
賀
県
選
出
の
自
民
党
国
会
議
員
と
の
行
政
懇
談
会

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

議
員
研
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4月
～
6月

開会日
決算審査特別委員会 議案審議

一般質問

是非、いつでも傍聴においで下さい。 令和7年６月議会の傍聴者数（延べ人数）

議会議会クイズクイズ‼‼
区分 件数 支出額(円)

祝儀 3 15,000

会費 － －

慶弔 － －

贈呈 － －

謝礼 － －

その他 － －

合計 3 15,000

解った方は、ハガキまたはWebフォームより応募下さい。
ハガキに答えを明記し、住所・氏名・
電話番号・議会への意見または要望を
必ずご記入の上、下記に応募下さい。

※締め切り／8月15日(金)当日消印有効　 ※対象は太良町民に限ります。
※当選者の発表はお買物券の発送(抽選)をもって代えさせていただきます。

ショートURL
https://logoform.jp/f/7HL1e

お買物券が当たる！

〒849-1698　太良町大字多良1-6
太良町議会事務局｢議会クイズ係｣宛

ハ
ガ
キ

w
e
b
フ
ォ
ー
ム

みなさーん議会に対する意見などをどんどんお寄せ下さい。

令和7年(4月～6月分)
議長交際費の支出状況

Q
こども未来発見塾の企画・運営スタッフとして、太良町が
新たに募集を開始しているのは、次のうち誰でしょうか？
（11ページにヒントがございます。）

A ① 地域おこし協力隊　　② 退職した教員の方々　
③ 大学生によるボランティア

19  今回
人

前回に比べて
+1人

太 良 町 議 会 だ よ り

12177号 令和7年7月15日


